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こ
ん
な
議
案
を
審
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迫
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新たな配水塔のイメージ（写真は前橋市の敷島浄水場）

中学校におけるICT 教育の現状と今後について調査

授業変革により「主体的・
対話的で深い学び」を
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水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近

年
の
人
口
減
少
に
伴
う
水
道
料
金
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
各
種
施
設

の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
の
更
新

費
用
の
増
大
等
、
喫
緊
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
水
道
事
業
継
続

の
た
め
、
施
設
の
更
新
や
料
金
改
定
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
十
分

果
た
し
つ
つ
、
計
画
的
か
つ
慎
重
に
進
め
る

と
と
も
に
、「
経
営
戦
略
」
に
基
づ
く
取
組

を
着
実
に
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
健
全

な
経
営
に
努
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

● 

玉
村
町
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

当
町
の
水
道
事
業
は
昭
和
49
年
度
に

創
設
認
可
を
受
け
た
（
計
画
給
水
人
口

１
万
５
０
０
０
人
、
計
画
１
日
最
大
給
水
量

６
０
０
０
      3ｍ
）。以
後
、平
成
５
年
度
に
第
３
次

拡
張
事
業
と
し
て
給
水
人
口
４
万
２
０
０
０
人
、

１
日
最
大
給
水
量
を
２
万
８
４
０
０
      3ｍ
と
し

て
認
可
を
受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

中
央
浄
水
場
は
、
６
か
所
の
深
井
戸
を

水
源
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
浄
水
場
内
へ
導
水
し
、

反
応
池
で
次
亜
塩
素
酸
を
注
入
、
除
鉄
・
除

マ
ン
ガ
ン
ろ
過
池
を
経
て
、
配
水
池
に
貯
留

し
て
配
水
ポ
ン
プ
等
に
よ
り
配
水
し
て
い
る
。

委　員　長　浅　見　武　志
副委員長　小　林　一　幸

委　　員　堀　越　真　由　子
　　　　　松　本　幸　喜
　　　　　月　田　　　均
　　　　　髙　橋　茂　樹

所管事務調査日：令和４年７月４日

水道事業の現状と今後について調査

「計画的かつ慎重に進める
こと」を強く要望
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● 

水
道
事
業
の
現
状
と
課
題

　

近
年
の
経
営
状
況
は
類
似
団
体
と
比
較

し
て
も
良
好
だ
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
老

朽
化
に
伴
う
浄
水
場
の
更
新
費
と
今
後
の

運
営
・
維
持
管
理
費
を
含
め
た
総
事
業
費
は

１
０
０
億
円
規
模
の
莫
大
な
費
用
が
か
か
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
「
今
回

の
説
明
で
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
必
要
な
の

は
理
解
で
き
る
が
、
町
民
に
対
し
て
は
、『
値

上
げ
』
と
い
う
結
果
だ
け
が
伝
わ
る
懸
念
が

あ
る
た
め
、
行
政
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果

た
し
、
関
係
各
課
の
連
携
と
、
よ
り
丁
寧
な

説
明
を
要
望
し
た
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

長年にわたり活躍した高架水槽を背景に

浄水場における無薬注方式による実証実験

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
積
極
的
な

取
組
が
行
わ
れ
、
順
調
に
成
果
が
上

が
る
一
方
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
、

定
期
的
な
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
必
要
性
、
教

師
間
の
温
度
差
の
解
消
、
教
師
と
生
徒
の
意

思
疎
通
な
ど
、
今
後
の
課
題
も
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
発

揮
す
べ
く
、
町
と
し
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
積

極
的
な
設
備
投
資
を
行
い
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
が
着
実
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
。

● 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
実
際 

　
文
部
科
学
省
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
り
、
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
１
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
１
年
半
余
が
経
過
し
た
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
、
調
べ
学
習
、
意
見

交
流
・
発
表
な
ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利

用
が
日
常
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
私
た
ち
委
員
も
そ
れ
ぞ
れ
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
を
実
体
験
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
」
や
「
個
別
学
習
の
最
適
化
」
等
の
効
果

を
実
感
し
た
。

委　員　長　新　井　賢　次
副委員長　羽　鳥　光　博

委　員　備前島久仁子　　
　　　 　三　友　美　惠　子　　
　　　　　宇　津　木　治　宣　　
　　　　　笠　原　則　孝
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● 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の
視
察
・
参
観

　
実
際
に
、
南
中
学
校
を
訪
れ
、
授
業
で
ど

の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
い
る
の

か
を
視
察
し
た
。

　
従
来
と
は
全
く
違
う
授
業
風
景
の
中
で
、

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
授
業
を
受
け
る
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と

し
た
表
情
が
魅
力
的
で
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
学
習
道
具
の
一
つ
と
し
て
、
自
分
に

合
っ
た
方
法
で
使
い
こ
な
し
て
い
る
様
子
か

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
着
実
に
進
み
、
成
果
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

南中学校との意見交換

ICT を活用した授業風景

大型モニターによる説明




